
基本的な情報収集

・ 行 動 を 見 る 視 点

ーオンライン研修版ー

基礎 演習２
3日目（60分）
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この時間で学ぶこと

• 強度行動障害で困っている人の行動は、立場や状況によっ
て様々な定義をすることができます。

• 本当に困っているのは本人であることを確認します。

• 本人の困難感には障害特性が関連しており、関連する行動
に注目して情報収集することで本人の情報処理のつまずき
に気づくことが出来ることを確認します。

• 本人の特性を把握し、適切な環境を提案することが有効な
支援のヒントになります。
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この時間の流れ

• 動画を見ながら、講師と一緒にどのような行動に注目
すべきかを確認していきます。

• 行動チェックシートの使い方を学びます。

演習説明 まとめ

5分 ５分

動画
視聴

10分 40分

演習
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「特性を把握する」という視点

• 個別の「障害特性」に対して周囲の「環境要因」が
ミスマッチな場合に、その環境に対しての不適応行
動が生じることがあります

• 本人は困らせている人ではなく、困っている人とい
う視点が重要です

• 困っていることに対する合理的配慮が支援の基本と
なります

• その場合の合理的配慮は、「目で見てわかる支援」
を活用することがスタンダードとなっています
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行動を見る視点の大切さ

• ここまでの講義で、強度行動障害の状態にある人
たちは、自分の気持ちをうまく訴えられない特性
があることを学びました。

• うまく訴えられない人たちのことを理解するため
には、行動が手がかりになります。

• 行動をきちんと観察することで、本人の訴えたい
ことだけでなく、障害の特性を理解することにも
つながります。

• ここでは、具体的な行動をどんな視点で観察した
らよいかを学んでいきます。
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田中さんの事例

•田中さんの基本情報の確認

•動画の視聴
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演習 ｜行動に注目する

「行動チェックシート（アセスメント演

習用）」を使って、行動の注目の仕方

について学んでいきましょう。

行動チェックシート（アセスメント演習用）
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社会性の特性

社会性の特性について、どのような行動をさすのか一緒に確
認していきましょう
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例えば
このような行動に注目します
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社会性の特性

•動画を見てみましょう
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コミュニケーションの特性

コミュニケーションの特性について、どのような行動をさす
のか一緒に確認していきましょう
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例えば
このような行動に注目します
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コミュニケーションの特性

•動画を見てみましょう
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想像力の特性

想像力の特性について、どのような行動をさすのか一緒に確
認していきましょう
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例えば
このような行動に注目します
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想像力の特性

•動画を見てみましょう
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感覚の特性

感覚の特性について、どのような行動をさすのか一緒に確認
していきましょう
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例えば
このような行動に注目します
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感覚の特性

•動画を見てみましょう
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演習 ｜グループワーク

ブレイクアウトセッションを使って

グループの中で

本人の具体的な行動を

共有してみましょう。

行動チェックシート（アセスメント演習用）
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カ：危険や迷惑、社会のルールに関係なく

行動する

横断歩道を安全確認しないで走る

記入例｜社会性の特性



記入例｜コミュニケーションの特性

行きましょうかに行きましょうかと答える

公園の柵や水道を見ると即行動に移す

ケ：相手の言葉をそのまま繰り返す

コ：行動や仕草などで自分の気持ちを現わす



ナ：活動の途中でやめたり、変更することが
できない

水遊びをやめることができない

記入例｜想像力の特性



ノ：耳を塞ぐ、特定の音を嫌がる、特定の音を
大音量にする、など

ヒ：特定の感触に没頭する、特定の感触を極端
に嫌がる、または感じない、など

水に触りたがる

常に耳を塞いでいる

記入例｜感覚の特性



行動に注目するということ

• この後の演習では、「水遊びを止められて自傷をす
る」という田中さんの行動について、その背景を探っ
ていき、必要なサポートを整理します。

• しかし、水遊びや自傷だけに注目するのではなく、田
中さんがさまざまな苦手さをもっていることに気がつ
きましたか。

• 検討すべき行動を探すためだけではなく、特性に気づ
くためにも客観的な観察が必要です。
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まとめ

本人の行動は「困っている」サインかもしれません

◼本人の行動をヒントに

◼特性に気づき

◼適切な支援を組み立てていくことで

支援も本人の活動も成功しやすくなります
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